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（論文審査の要旨） 
木下聡子君提出の学位請求論文は「自動運転車を取り巻く System of Systemsアーキテクチャ
に対する安全の観点からの検証および妥当性確認」と題し、全 5章からなる。 
本論文では、今後導入されることが期待される自動運転車を取り巻く交通環境での安全性を確
保するため、自動運転車および周辺システムの全体を「自動運転車を取り巻く System of Systems 
(SoS)」とみなした上でその検証と妥当性確認の方法を論じている。自動運転車が交通参加者に対
して設定する優先度に関する抽象的な約定が、ある状況下での安全の確保のために重要であるこ
とを示している。そして、SoS を構成するシステムが抽象的な約定にしたがって振る舞うことが
SoSの安全性確保に重要であることを、SoSアーキテクチャに基づいて導いている。さらに SoSア
ーキテクチャが正しく定義されているか否かを早期の段階で検証するため、形式手法を用いた方
法を提案するとともに、検証結果の SoSアーキテクチャへの反映について述べている。 
本論文は 5 章で構成され、第 1 章では、研究の背景として現在の自動運転車の導入に向けた開
発の動向および関連技術について詳述している。自動運転車およびその周辺のシステムを SoS と
みなすことについて述べるとともに、本研究の目的および論文の構成を示している。 
第 2 章では、法律と倫理的観点にもとづく交通参加者の優先度に関する抽象的な約定の設定を
提案している。異なる抽象的な約定に基づく複数の自動運転車が交通環境上でコンフリクトを生
じた際に交通環境の安全が確保できなくなることを示唆し、抽象的な約定にしたがい、自動運転
車が交通参加者に対して一貫性のある振る舞いを実現することの重要性を述べている。 
第 3 章では、自動運転車を取り巻く SoS に対し、自動運転車の導入による交通環境の安全性の
向上を実現するため、安全の観点から SoS アーキテクチャの妥当性確認を行い、かつ安全性要求
を定義している。妥当性が認められた主張の集まりによって全体の主張の妥当性を示すアシュア
ランスケースを用い、さらに構成システムをノード「アクター」として主張との依存関係を論じ
ることにより、構成システムが関係する安全性要求を示している。また、コンテキスト分析より
得られる構成システム間の関係を保った上でユースケース分析を行い、安全を実現するためのド
ライバの機能を導いている。 
第 4章では，SoSの構成システムは独立して運用され、並行して振る舞うことに着目し、形式手
法の 1つである Communicating Sequential Processes (CSP)を用いて、SoSのシステムモデルを検証す
る方法を示している。まず、システムモデルが定義するドライバと自動運転システムの相互作用
を CSP モデルで表し、相互作用が滞りなく行われるか否かを検証している。この際、ドライバの
認知、判断、操作、およびそれらの遅れを CSPモデルとして表現することを提案している。次に、
第 3章で明らかにした安全性要求を LTL(Linear Temporal Logic)で表し、CSPモデルの検査式とする
ことによって、システムモデルが安全性要求を満たすか否かを検証している。 
最後に第 5 章では、本論文全体のまとめを述べるとともに、今後、自動運転車が交通システム
に導入される中で、解決するべき課題を社会的な観点を含めて述べている。 
以上より、本論文は自動運転システムの設計、開発に携わる研究者および実務者のみならず、
自動運転車を取り巻く交通環境全体の安全性の確保に関与する多くの者に対して大いに参考とな
り、システムエンジニアリング学上寄与するところが少なくない。したがって、本論文の著者は
博士（システムエンジニアリング学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
